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2月20日（日）、たもんじ交流農園において、東京都中小企業診断

士協会城東支部農園部のメンバーにより、農園会員のみなさんに対し

ての「寺島なすとてらたま地域のイメージアンケート」が行われ、続
いて会場をKISOBAの2階に移し、自由討論形式でのアンケートの

集約イベントが行われました。
この活動は、昨年11月にスタートした寺島なすとてらたま地域の

ブランディングプロジェクトの一環であり、寺島なすの知名度を上

げ、てらたま地土或をどうやって盛り上げていくかという、てらたま協

議会の設立主旨でかつ永遠の（？）テーマを、農園会員でもある中小企業診断士のメンバーがマーケ

テインクやセールスプロモーションなどの広い視点と深い洞察力

をもって協議会を支援するという、極めて真剣な取り組みです。

農園では「寺島なすとは」「てらたま地域とは」という質問に対

するイメージをポストイットに一校ずつ書いていくというアンケ
ート方式で意見聴取がなされ、KISOBAでの意見集約では、KJ

法と呼ばれる方法を用い、そのポストイットをホワイトボードに

見立てた”らやぶ台”に張り出し、類似の意見のグループ化、その

集約、更にそのまとめが、診断士の佐々木さんのフアシリテーシ
ョンのもと、参加者の活発な議論により進められました。その結

果寺島なすは甘くおいしいというイメージもあれば、硬いなどマ
イナスのイメージがあることや、生産量が限られる、担い手がい

ない等の課題も摘出されました。

ブランディングプロジェクトでは今後集約した意見をもとに、

寺島なすの強み、差別化ポイント等を明確化し、認知拡大の手順

を模索していく予定です。次回は3月20日。ご興味のある方は是非ご連絡ください（末林記）。

第2回石井みどりさん

昨年11月に和田さんに連れられ、メンバーに加えていただきました。

野菜づくりはもともと大好きで、友人が農家さんから借りた畑で10年ほ
ど前から多くの野菜を作っていました。が、その畑はあいにく北千住や草

加だったので、収穫した大根なんかを電車で持ち帰るのがらよっと恥ずか

しく、墨田区に畑があればな～と常々思っておりました。そして見つけた

のが、みどりと花の学習園。早速畑チームのサポーターになりました。そ

こでだもんじ交流農園を紹介されたのですが、当時はなんとなく尻込みし

てしまいました。

たもんじ交流農園では水口先生のアドバイス

も受けられ、本では得られない知識もつきま

す。何よりメンバーのみなさま、とてもフレンドリーで、毎回の活動
が楽しみです。こんな事ならもっと早くメンバーに加えて頂くんだっ

たと後悔しています。これから寺島なすやおいねのつるいもなどこの

土地ならではの江戸野菜の栽培が楽しみです。
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会うことはできなくても、同じ場所を行き交う（すれ違う）農園会員の締（キズナ）を感じて頂くこ
とを目的とした「たもんじ交流農園フォトコンテスト」の第2回は、3月13日午後1時に投票

を締切り、グランプリ（兼部門別最優秀賞）は「つながっているもの」部門のワーカーズコープ渋
沢理絵さんの”橋げた”と”色の違う空”と”母と娘の心”の三つのつながりを表現した作品

と、技術的にハイレベルな争いとなった「小さい呑みつけた」部門での安倍康浩さんの”春陽を

待ちわびて”が同票数（8票）を獲得したことから、ダブルグランプリを獲得した。また「こども
たちと農園」部門ではオオクラズボラフアームの息子さんを撮った「いも発見！」が選ばれ、二期

連続での部門別最優秀賞受賞となった。（以下の写真の大きさは各得票数に比例しています）。

今回から5票以上獲得した作品に「金賞」か贈られたことに加え、前回に引き続き、自薦他薦
を含めた特別賞各賞も決定した。尚、グランプリと部門別最優秀賞には副賞として「すみここら

市場商品券」が各2000円・1000円送られる。尚、次回第3回は本年10月の予定（末林記）。
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渋沢理絵さん

渋沢理絵さん
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「くだ士l

不織布は、ネットよりも通気性が良く保温効果があり、鳥や
害虫から作物を守るのにも適しています。この度その不織布を

常備することとして、買い足しましたので、ネットやマルチや
たい肥や肥料同様、どなたでもご自由にお使いください。
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